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平成 29年度厚生労働科学研究費補助金（難治性疾患等政策研究事業（難治性疾患政策研究事業）） 

『小児期心筋症の心電図学的抽出基準、心臓超音波学的診断基準の作成と遺伝学的検査を 

反映した診療ガイドラインの作成に関する研究』 

（総合）研究報告書 

 

わが国における小児期拡張型心筋症の臨床的特徴および治療・予後の現況 

―特に小中学生の心臓超音波学的指標の推移について― 

 

研究分担者 堀米 仁志 1) 

研究協力者 野崎 良寛 2) 

所   属 1) 筑波大学医学医療系小児科、2) 筑波大学附属病院小児科 

  

研究要旨 

【目的】わが国における小児期発症の拡張型心筋症(DCM)の臨床的特徴、心臓超音波検査所見、治

療と予後の現況を把握し、診療ガイドラインの策定に寄与することを目的とした。【対象と方法】本

研究班の班員が所属し、小児循環器診療を行っている施設を対象として調査票を配布し、小児期

DCM 症例のデータを収集し、本分担者は特に小中学生のデータを中心に解析した。調査項目は、診

断時年齢、診断の契機、初診時の臨床的特徴、遺伝的背景、心エコー所見、臨床経過、治療内容と

予後等であった。【結果】登録数は全体で 91 例（男 51 例、女 38 例、不明 2例）、診断時年齢は 0歳

から 18歳（中央値 5年 7か月）で、乳児期にピーク（32例）があった。診断の契機は、乳児期は

心不全症状に関連するものが多かったが、幼児期以降になると神経筋疾患など全身疾患に続発する

症例が増え、6歳以降は学校心臓検診で発見される症例が加わった。心筋症の家族歴は 14%にみら

れ、全例が DCM であったが、遺伝子検査が行われたのは 5例のみで、有意な変異が検出されたの

は 2例のみであった。全 91 例の初診時の LVEF は 37.3±18.1%、乳児期発症 23例では 31.9±16.9%

であったが、乳児期発症例の多くがその後の経過で左室機能の改善または正常化を示した。74例

(81%)で治療が行われ、主な薬物療法は ACE 阻害薬、β遮断薬、利尿薬、ジゴキシン ARB であった。

左室補助人工心臓(LVAD)が 6例、心臓再同期療法(CRT)が 4例に行われた。予後は、死亡または脳

死が 15例、院外心停止後が 15 例（両者に重複あり）、心移植が 6例に行われた。【結論】わが国に

おける小児期発症 DCM の現況を把握することができた。乳児期診断例の頻度が高いが、その多く

で心エコー指標の経時的改善がみられ、小中学校検診時には正常化している症例が少なくなかった。

小児期 DCM の診療ガイドライン策定には、経時的な心エコー指標の変化に基づいた診断基準の確

立と、遺伝学的背景、合併疾患の関与を含めたリスク因子の同定が必要であると考えられた。 

 

A. 研究目的 

日本の学童院外心停止の約 30%は心筋症であ

り、その一部は拡張型心筋症（dilated 

cardiomyopathy, DCM）である。肥大型心筋症

（hypertrophic cardiomyopathy, HCM）に比べる

と、DCM は突然死が少なく、心不全の割合が高

いが、乳幼児期に診断される DCM のなかには

心機能が正常化する症例があることも知られて

いる。しかし、わが国における小児期 DCM の

頻度や予後のついてまとまった報告はなく、現

況は把握されていない。そこで、主に小児循環

器診療を行っている施設から小児期 DCM 症例

のデータを収集し、診断時年齢、診断の契機、

臨床的特徴、遺伝的背景、心エコー所見、治療

内容、臨床経過と予後等を明らかにすることを

目的とした。 
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B. 研究方法 

本研究班の班員が所属する病院・施設で診断

された、または経過観察されている小中学生の

DCM について以下の項目について調査した。 

初診時年齢、診断の契機、家族歴、基礎疾患、

合併疾患、心電図、ホルター心電図所見、心エ

コー所見、治療内容、予後 

 

（倫理面への配慮） 

本研究は、厚生労働省・文部科学省の「人を

対象とする医学系研究に関する倫理指針」およ

び厚生労働省の「臨床研究に関する倫理指針（平

成 20 年 7月 31 日改正）」を遵守し、臨床倫理

委員会の承認を得たうえで行われた。 

本研究で得られたデータは研究分担者の所属

機関、筑波大学医学医療系の医学系棟 743 号室

で管理され、本研究の目的以外には使用されな

いものとした。また、研究成果として学術集会

や学術雑誌へ公表する場合は個人を特定できな

い形で行うものとした。 

 

C. 研究結果 

登録数は全体で 91 例（男 51 例、女 38例、記

載なし 2 例）であった。 

1) 診断時年齢 

男女ともにもっとも多いのは 1歳未満（乳児）

でった。（図 1）そのうち 6例は胎児期～新生児

期に診断されていた。 

経過観察期間は 0か月～31年 7か月（中央値

5 年 7 か月）（平均±標準偏差：6年 7か月±6

年 2か月）であった。 

2) 診断の契機 

診断の契機は年齢層によって、ある程度特徴

があった。各年齢層での主なものを以下に示す。 

＊胎児期～新生児期(n=6)：胎児心不全、心拡大、

呼吸障害、抗 SSA抗体関連先天性房室ブロック 

＊1か月～＜2歳(n=37)：心不全、呼吸障害、顔

色不良、哺乳不良、体重増加不良、not-doing well 

＊2～5歳(n=16)：デュシャンヌ型筋ジストロフ

ィー その他 神経筋疾患 5例、手術前 ECGスク

リーニング、麻酔時心停止、失神・眼前暗黒感

等の症状、完全房室ブロック。（心不全・呼吸障

害は 2例のみであった。） 

図 1 DCM 症例の初診時年齢分布 

 

＊6～17歳(n=32)：学校心臓検診 9例、デュシャ

ンヌ型筋ジストロフィーその他神経筋疾患 5 例、

心不全・呼吸障害は 7 例 

3) 家族歴 

 91例中、心筋疾患の家族歴があったのは 13

例(14%)で、すべて DCM であった。（兄弟姉妹 8

例、父 3 例、父方祖父母 1例、不明 1例） 

4) 心エコー所見 

 小学校 1年時と中学校 1年時の左室拡張末期

径 (LVDd, mm)、収縮末期径 (LVDs, mm)、駆出

率 (LVEF, %)、心室中隔厚 (IVST, mm)、左室後

壁厚 (PWT, mm)を表 1に示した。 

 

表 1 

 小 1時男 小 1時女 中 1時男 中 1時女 

LVDd 42.4±6.8 37.9±6.3 51.2±10.3 46.4±8.8 

LVDs 31.7±8.3 27.8±6.8 39.7±11.3 35.3±9.9 

LVEF 59.1±14.0 60.1±11.2 53.0±17.6 56.9±13.6 

IVST 5.8±2.0 4.7±0.9 6.8±1.3 6.4±1.3 

PWT 5.9±0.7 6.1±1.7 6.3±1.6 6.9±1.2 
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全 91 例の初診時の LVEF は 37.3±18.1%であ

った。もっとも症例数が多かった乳児期発症例 

(23例)の初診時の LVEF は 31.9±16.9%で、明ら

かな低値を示した。それらの経時的変化を図 2

に示した。多くの症例で経時的に左室機能が回

復していることがわかる。4 例では経時的に低

下していて、そのうち 3例が死亡した。 

一方、6歳以上に診断された症例の左室機能

は経時的に横ばいまたは低下していた（図 3）。 

弁逆流については、2度以上を有意と考える

と、僧帽弁閉鎖不全が、小 1 時：男 3例、女 1

例、中 1 時：男 2例、女 1例であった。大動脈

弁、三尖弁、肺動脈弁はいずれも有意な逆流を

示したものはなかった。 

 

図 2 乳児期診断例 

LVEF (%) 

 

診断時からの経過年数 

 

図 3 6歳以降診断例 

LVEF (%) 

 

診断時からの経過年数 

5) 治療 

 薬物療法は、ACE 阻害薬 50 例（エナラプリ

ル 40 例、イミダプリル 7例、他 3 例）、β遮断

薬 48 例（カルベジロール 41 例、ビソプロロー

ル 5例、その他 2例）、利尿薬 39例（スピロノ

ダクトン 33 例、フロセミド 29 例、トラセミド

5 例、その他 3 例）、ジゴキシン 14例、ARB 10

例（カンデサルタン 5 例、ロサルタン 4例、他

1 例）であった。 

非薬物療法としては、人口呼吸管理 8例、左

室補助人工心臓 (LVAD) 6 例、心臓再同期療法 

(CRT) 4例であった。 

6) 予後 

 全 91例の予後は、死亡または脳死が 15例、

OHCA後（院外心停止後）15 例、CPC5が 5例

（オーバーラップあり）で、不明または記載な

しが 15例であった。心移植が 6例に行われた。 

 

D. 考察 

今回の厚労省研究班による小児期心筋症調査

で新生児期・乳児期から高校生まで合わせて 91

例の DCM 症例を全国から集計することができ

た。後方視的な研究ではあるが、これだけの症

例数を集計した報告は今までなく、わが国にお

ける小児期 DCM の現況を反映していると考え

られる。 

診断時年齢については図 1に示したように、

乳児期（＜1歳）がもっとも多く（32 例）、1歳

児がそれに続いた（10 例）。それ以降には目立

ったピークはなかった。 

また、若年者 DCM（特に乳児期発症の DCM）

は経時的に観察していくと、左室機能が改善、

正常化する症例がかなりあることがわかった。

小学 1年生、中学 1年生時の心エコー所見をみ

ると LVDd や LVEF の値は正常化している症例

が多い。小学 1 年時の LVEF の平均値が約 60%

であるのは、このためと思われる。改善を示す

症例では、1 年後にはすでに心エコー所見の改

善（LVDd の低下、LVEF の上昇）に現れていて、

今後、学童の心エコー指標の標準値が確立すれ
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ば予後の予測に役立つものと思われる。同様の

傾向は欧米の報告でもみられ、Everitt ら（J Am 

Coll Cardiol, 2014）、Rusconi ら（Circ Heart Fail, 

2017）によると、LVEF の改善は診断から 2～3

年後に 22～30%の症例にみられ、特に診断時年

齢が 1歳以下の症例に多かった。改善を予測す

る因子として、診断時の低年齢、LDEDD z-score

の低値、心不全非合併などが報告されている。 

診断の契機は、診断される年齢層によって特

徴があった。乳児期はほとんどの症例が心不全

に関連した症状で診断されているのに対して、

年齢があがるにつれて神経筋疾患が含まれるよ

うになり、6 歳以降では学校心臓検診が契機と

なる症例が増えていた。これは学校心電図検診

が早期診断に役立っていることを示唆していた。

しかし、不整脈が診断の契機となることは少な

く、成人とは異なる傾向と考えられた。 

 本研究では心筋症の家族歴が認められたのは

91 例中 13例（14%）ですべて DCM、兄弟姉妹

がもっとも多かった。家族スクリーニングの重

要性を示しているが、遺伝子検査が行われてい

たのは 5 例のみで、HCM に比べると明らかに施

行例は少なかった。家族性 DCM であっても遺

伝子変異の検出率は 20%程度にとどまるという

報告があることと関係していると思われた。今

後、遺伝子検査を積極的に取り入れることによ

って、家族内発症や予後の予測、治療指針の決

定に役立てられる可能性がある。 

 生命予後に関して、DCM では心不全死が注目

される傾向があるが、HCM と同様に心臓突然死

(SCD)の予防も重要である。今回の研究では

DCM 91 例中、死亡例は 15例であったが、その

うち何例が SCD であったかは同定できなかっ

た。ICD 施行例は 6例のみで、ICD の適応基準

を検討するまでには至らなかった。米国におけ

る大規模研究（Pahl ら、J Am Coll Cardiol, 2012）

によれば、小児期 DCM の 5 年間の SCD 発生率

は約 3%であった。LV の拡大、LV 後壁厚の薄

さ、診断時年齢＜14歳などがリスク因子として

報告され、これらのリスク因子に基づいた ICD

適応の判断が推奨されている。 

今後、小児期 DCM の診療ガイドラインを作

成していくためには、1) 小児期 DCM 患者の心

電図所見と心エコー所見を健常者から得た標準

値と比較して、診断のための基準値を年齢ごと

に確立すること、2) 筋ジストロフィーなど神経

筋疾患、代謝性疾患など続発性 DCM や家族性

DCMを特発性DCMと分けてリスク因子を検討

し、診断、治療アルゴリズムを作成していくこ

とが必要であると考えられる。 

 

E. 結論 

小児期発症 DCM の後方視的調査により、わ

が国における現況を把握することができた。乳

児期診断例の頻度が高いが、その多くは臨床的

に改善を示していることが判明した。小児期

DCM の診療ガイドライン策定には、経時的な心

エコー指標の変化に基づいた診断基準の確立と、

遺伝学的背景、合併疾患の関与を含めたリスク

因子の同定が必要であると考えられた。 
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月 7日 

37. 三好剛一、前野泰樹、左合治彦、稲村 昇、安河

内 聰、川滝元良、堀米仁志、与田仁志、竹田津未

生、新居正基、生水真紀夫、賀藤 均、白石 公、

坂口平馬、上田恵子、桂木真司、池田智明．胎児頻

脈性不整脈に対する経胎盤的抗不整脈薬投与に関

する臨床試験－副作用報告（第 2報）－．第 52回

日本小児循環器学会総会・学術集会、東京、2016

年 7月 7日 



44 

 

38. 松原宗明、石井知子、加藤愛章、高橋実穂、堀米

仁志、阿部正一、平松祐司．小児開心術後の難治性

感染症をいかに早期鎮静化すべきか？ 第 52回日
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月 6日 
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治験（HEARTFUL study）；小児の臨床試験立案の経

験から．第 52回日本小児循環器学会総会・学術集
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大野聖子．1か月健診時の心電図記録による乳児突

然死予防に関する研究．第 52回日本小児循環器学

会総会・学術集会、東京、2016年 7月 6日 

42. 指宿知子、松原宗明、阿部正一、加藤愛章、高橋

実穂、堀米仁志、平松祐司．Jatene 術後中期から遠

隔期までの心エコー所見から見た大動脈弁閉鎖不

全発生要因．第 52回日本小児循環器学会総会・学

術集会、東京、2016年 7月 6日 

43. 野間美緒、坂 有希子、阿部正一、石川伸行、村

上 卓、塩野淳子、松原宗明、平松祐司、堀米仁志．

ファロー四徴症における右室流出路前面の形態に

ついて－右室造影側面像からの検討‐．第 52回日

本小児循環器学会総会・学術集会、東京、2016年 7

月 6日 

44. 野崎良寛、加藤愛章、城戸崇裕、林 立申、中村

昭宏、榎本有希、高橋実穂、松原宗明、平松祐司、

堀米仁志．超音波横隔膜麻痺診断における膜筋厚変

化率の有用性．第 52回日本小児循環器学会総会・

学術集会、東京、2016年 7月 6日 

45. 林 立申、加藤愛章、原 英輝、野崎良寛、中村

昭宏、高橋実穂、堀米仁志．内臓錯位症候群におけ

る不整脈の検討．第 52回日本小児循環器学会総

会・学術集会、東京、2016 年 7月 6日 

46. 塩野淳子、石川伸行、村上 卓、河野達夫、堀米

仁志．川崎病で頸部 CTを施行した症例～後咽頭浮

腫の所見を中心に～．第 35回関東川崎病研究会、

東京、2016年 6月 11日 

47. 林 立申、堀米仁志、加藤愛章、稲葉 武、野崎

良寛、高橋実穂、川上 康、青沼和隆．心磁図の臨

床応用～胎児から成人まで～．第 31回日本生体磁

気学会大会、金沢、2016年 6月 10日 

48. 芹澤陽菜、林 立申、山田晶子、嶽下洋平、佐藤

琢郎、野崎良寛、加藤愛章、高橋実穂、堀米仁志、

須磨崎 亮．無症候性川崎病性冠動脈瘤内血栓に対

して経静脈的血栓溶解療法が有効であった 1幼児

例．第 119回日本小児科学会学術集会、札幌、2016

年 5月 15日 

49. 鈴木孝典、林 泰佑、小野 博、前野泰樹、堀米

仁志、村島温子．母体抗 SS-A抗体陽性の先天性完

全房室ブロックの胎児における子宮内胎児死亡の

危険因子 第 119回日本小児科学会学術集会、札幌、

2016 年 5月 14日 

50. 塙 淳美、石川伸行、村上 卓、塩野淳子、堀米

仁志．総肺静脈還流異常症を合併した心室中隔欠損

を伴わない肺動脈閉鎖症の一例．第 119回日本小児

科学会学術集会、札幌、2016年 5月 13日 

51. 吉永正夫、青木真智子、宮崎あゆみ、堀米仁志、

伊藤善也、徳田正邦、厚生労働省科学研究費研究班．

小学生のための肥満予防プロジェクト．第 119回日

本小児科学会学術集会、札幌、2016 年 5月 13日 

52. 高尾 航、大原玲奈、眞弓みゆき、人見義郎、八

木洋也、安部加奈子、永井優子、小畠真奈、堀米仁

志、濱田洋実、吉川裕之．洞性徐脈の評価に胎児心

磁図が有用であった症例．第 67回日本産科婦人科

学会学術講演会、横浜、2015年 4月 11日 

53. 林 立申、堀米仁志、鈴木涼子、和田宏来、金井 

雄、岩本真理、吉永正夫、須磨崎 亮．幼児の心血

管危険因子に与える本人と保護者の生活習慣の影

響．第 118回日本小児科学会学術集会、大阪、2015

年 4月 18日 

54. 石川伸行、亀田有里、堀米仁志、加藤啓輔、中尾

朋平、吉見 愛、村上 卓、塩野淳子、小池和俊、

土田昌宏．化学療法後小児がん患者の心エコースペ

ックルトラッキング法を用いた心機能評価．第 118

回日本小児科学会学術集会、大阪、2015年 4月 19
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55. 塩野淳子、石川伸行、石橋奈保子、村上 卓、堀

米仁志．小児病院が関わる心疾患患者の妊娠の問題．

第 118回日本小児科学会学術集会、大阪、2015年 4

月 19日 

56. 林 立申、高橋実穂、森田篤志、永藤元道、野崎

良寛、中村昭宏、加藤愛章、小関 剛、小倉 剛、

小畠真奈、濱田洋実、堀米仁志．胎児心磁図により

出生前に徐脈・房室ブロック・QT延長の合併を診

断された 18トリソミーの 1例．第 30回日本生体磁

気学会大会、旭川、2015年 6月 5日 

57. 原 モナミ、林 立申、今井綾子、星野雄介、野

崎良寛、竹内秀輔、酒井愛子、石川伸行、加藤愛章、

高橋実穂、堀米仁志、須磨崎 亮．心室頻拍を呈し、

異なる治療戦略を選択した 4新生児例．第 109回茨

城小児科学会、つくば、2015 年 6月 7日 

58. 青木真智子、吉永正夫、徳田正邦、宮崎あゆみ、

濱島崇、長嶋正實、堀米仁志、高橋秀人、篠宮正樹、

緒方裕光、伊藤善也、久保俊英、立川倶子、原光彦、

岩本真理、厚生労働科学研究『未成年者、特に幼児、

小・中学生の糖尿病等の生活習慣病予防のための総

合検診のあり方に関する研究』班．小児生活習慣病

検診における心血管危険因子値と本人・保護者の生

活習慣との関係および DUALSCAN における内臓

脂肪・皮下脂肪面積の年齢による検討．第 26回日

本小児科医会総会フォーラム、大分、2015年 6月

13-14日 

59. 村上 卓、塩野淳子、石橋奈保子、石川伸行、阿

部正一、野間美緒、坂有希子、堀米仁志．心房中隔

欠損症・心房中隔欠損閉鎖術が小児の身体発育に及

ぼす影響．第 51回日本小児循環器学会総会・学術

集会、東京、2015年 7月 16日 

60. 堀米仁志、中村昭宏、石津智子、野崎良寛、林 立

申、加藤愛章、高橋実穂、松原宗明、平松祐司．成

人先天性心疾患外来の現況と紹介患者の心肺運動

負荷テストを含めた重症度評価．第 51回日本小児

循環器学会総会・学術集会、東京、2015年 7月 16

日 

61. 堀米仁志、高橋一浩、石川康宏、林 立申、加藤

愛章、中村昭宏、野崎良寛、高橋実穂、住友直方、

岩本眞理、吉永正夫．主成分分析と独立成分分析を

用いた先天性QT延長症候群の T波の解析 －LQT1

と LQT3 における解析－．第 51 回日本小児循環器

学会総会・学術集会、東京、2015 年 7月 17日 

62. 松原宗明、加藤愛章、高橋実穂、堀米仁志、阿部

正一、平松祐司．心房細動を合併した成人先天性心

疾患患者に対する Radial手術の有用性．第 51回日

本小児循環器学会総会・学術集会、東京、2015年 7

月 16日 

63. 野崎良寛、加藤愛章、林 立申、中村昭宏、高橋

実穂、堀米仁志．省略 4誘導心電図による小児期早

期再分極所見の検討．第 51回日本小児循環器学会

総会・学術集会、東京、2015年 7月 16日 

64. 野間美緒、坂 有希子、阿部正一、石橋奈保子、

石川伸行、村上 卓、塩野淳子、堀米仁志、平松祐

司．狭小肺動脈 PAI≒100で Fontan 手術を行った 3

例．第 51回日本小児循環器学会総会・学術集会、

東京、2015年 7月 16日 

65. 塩野淳子、石川伸行、石橋奈保子、村上 卓、堀

米仁志、森崎裕子．多彩な症状を呈した ACTA2 遺

伝子変異の 1例．第 51回日本小児循環器学会総会・

学術集会、東京、2015年 7月 17日 

66. 野崎良寛、加藤愛章、林 立申、中村昭宏、高橋

実穂、堀米仁志．先天性筋線維タイプ不均等症に拡

張型心筋症を合併した 3例．第 51回日本小児循環

器学会総会・学術集会、東京、2015 年 7月 17日 

67. 指宿知子、松原宗明、加藤愛章、高橋実穂、堀米

仁志、阿部正一、平松祐司．高侵襲小児開心術後の

非外科的持続性出血に対する第 VII因子製剤の有

効性．第 51回日本小児循環器学会総会・学術集会、

東京、2015年 7月 17日 

68. 加藤愛章、高橋実穂、林 立申、野崎良寛、中村

昭宏、堀米仁志、松原宗明．低形成中心肺動脈を有

する肺動脈閉鎖、心室中隔欠損、主要体肺側副動脈

に対する姑息的右室流出路形成を含めた肺血流の

調整．第 51回日本小児循環器学会総会・学術集会、

東京、2015年 7月 18日 

69. 林 立申、堀米仁志、岩本眞理、宮崎あゆみ、徳

田正邦、久保俊英、吉永正夫．幼児の心血管危険因
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国調査～．第 51回日本小児循環器学会総会・学術
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愛章、堀米仁志、阿部正一、寺田正次．Pulmonary cusp 

and annular extension techniqueによる Fallot四徴症

根治術；新術式導入後 4年までの評価．第 51回日

本小児循環器学会総会・学術集会、東京、2015年 7

月 18日 

71. 阿部正一、坂 有希子、野間美緒、石橋奈保子、

石川伸行、村上 卓、塩野淳子、堀米仁志、松原宗

明、平松祐司．Kreutzer technique によるファロー四

徴症、肺動脈弁欠損の治療．第 51回日本小児循環

器学会総会・学術集会、東京、2015年 7月 18日 

72. 野間美緒、坂 有希子、阿部正一、石橋奈保子、

石川伸行、村上 卓、塩野淳子、堀米仁志、平松祐

司．小児心臓手術後の ECMO (Extracorporeal 

membrane oxygenation)の経験．第 51回日本小児循

環器学会総会・学術集会、東京、2015年 7月 18日 
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74. 石津智子、瀬尾由広、堀米仁志、山本昌良、町野

智子、青沼和隆．新しい右室 3次元エコースペック

ルトラッキング法による右室駆出率の計測精度．第

63回日本心臓病学会学術集会、横浜、2015年 9月

18～20日 

75. 吉永正夫、宮崎あゆみ、青木真智子、濱島 崇、

長嶋正實、堀米仁志、高橋秀人、篠宮正樹、緒方裕

光、伊藤善也、徳田正邦、久保俊英、立川倶子、郡

山暢之、原 光彦、岩本眞理．小学生の心血管危険

因子値の基準値に関する検討．第 6回日本肥満学会、

名古屋、2015年 10月 3日 

76. 青木真智子、吉永正夫、宮崎あゆみ、濱島 崇、
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予防のための総合検診のあり方に関する研究」班．

Latent class growth model による小児期肥満出現時

期の検討．第 6回日本肥満学会、名古屋、2015年

10月 3日 

79. 石川伸行、塩野淳子、村上 卓、堀米仁志．血球
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80. 石川伸行、塩野淳子、塙 淳美、村上 卓、堀米
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併用療法の効果．第 20回日本小児心電学会学術集

会、静岡、2015年 11月 28日 

82. 三好剛一、前野泰樹、左合治彦、稲村 昇、安河

内 聰、川滝元良、堀米仁志、与田仁志、竹田津未

生、生水真紀夫、新居正基、白石 公、坂口平馬、

上田恵子、池田智明．胎児頻脈性不整脈に対する経
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